
（金額の単位：百万円）

見解
（原案）

見解
（最終決定）

施策名 所管
概算

要求額
前年度
予算額

最重要
政策課

題

重点
推進
課題

施策の概要
ヒアリング時における有識者コメント（有識者

議員名）
ヒアリング時における外部専門家コメ

ント（匿名）

改善・見直し指摘内容（原案）
（分野としての技術課題等、競争的資金の場合

は、制度面での課題も指摘）

改善・見直し指摘内
容（最終決定）

（分野としての技術
課題等、競争的資
金の場合は、制度
面での課題も指摘）

21年度予算額からの増減の理由
（パブリックコメントの主な例）

優先 優先

大学院教育改革推進事業の
うち、テーマA「グローバルＣ
ＯＥプログラム」［競争的資
金］

文部科学
省

34,136 34,228 － －

我が国の大学院博士課程専攻において、世界をリードする創造
的な研究者・技術者を養成するため、学問分野ごとに国際的に
卓越した教育研究拠点を形成するための支援を行う。支援期間
は原則5年間。平成22年度は、平成19～21年度に採択済みの41
大学140拠点（我が国の大学院博士課程専攻の約5％）に対する
継続支援を行う。

○１拠点当たり平均支援金額：243百万円
　　うち間接経費：56百万円
○支援拠点数：140拠点
○その他評価等経費：81百万円

・大変重要なプログラムである。研究・人材育成
の中での位置づけをはっきりする必要がある。そ
れに応じた評価が必要である。（青木玲子議員）
・制度改革のインセンティブを加えること（キャリア
パス構築，女性，外国人，他学身者の割合，テ
ニュアトラック）（本庶佑議員）
・大型のものでなくきらりと光る小規模なものも大
切（本庶佑議員）
・機器整備事業は進める（本庶佑議員）
・２局化が必要。国際ベンチマークで評価（本庶佑
議員）

・大学院の改革発展に重要な制度。さらに
加速推進すべき。
・終了後にはこの制度があったからこそ改
革充実した大学院制度についての検証が
必要。また、学生の進路に関する流動性
をより加速し、学生により広い選択が実現
するような対策を組み合わせる必要があ
る。
・大学院のシステム改革として重要な施策
である。
・継続的に十分な支援が必要。
・大学院の研究・教育の高度化に大きく寄
与している。
・評価に当たっては研究成果のみでなく人
材育成、大学院の水準UPに寄与している
点こそ大きく考慮すべきである。

○大学院の研究・教育の高度化に大きく寄与し、大学
院のシステム改革として重要な施策であり、継続的に
十分な支援が必要。
○評価に当たっては研究成果のみでなく、人材育成を
はじめとする大学院の教育・研究機能の向上に寄与し
ている点こそ大きく考慮すべきである。
○本施策に対するパブリックコメントの集計結果は、賛
成１２７件（一部改善との意見５件も含む）、反対６件で
あった。
○以上を踏まえ、優先して実施すべき。
(本庶佑議員)

原案と同じ。
（本庶佑議員）

「国際競争を勝ち抜ける高度産業人
材などの科学技術人材の育成強化」
を推進する資源配分方針を踏まえて
要求。厳しい財政状況を勘案し、平成
22年度においては、新規拠点の採択
は実施せず、継続支援のみを実施。

【パブリックコメントの主な例】
・世界における拠点作りに大きく貢献
し、若手研究者に研究の場を与えて
いるこのグローバルＣＯＥプログラムを
優先すべきであると考える。これは人
づくりの重要なプログラムである。

平成２２年度概算要求における科学技術関係施策（競争的資金）（継続案件）

原案と同じ。
（本庶佑議員）

「環境・エネルギー分野などの技術革
新で世界をリードするという視点に重
点を置く」、「基礎研究を強化する」と
の資源配分方針を受けて、新規に３
拠点の拡充を図る。

【パブリックコメントの主な例】
・日本が伝統的に抱える「世界からの
孤立」という問題点を克服して、世界
の科学技術リーダー国としての役割を
果たすために極めて重要な事業。

優先
世界トップレベル研究拠点
（ＷＰＩ）プログラム［競争的資

金］

文部科学
省

9,312 7,109 －優先 －

　世界的な著名研究者を拠点長として責任者に位置付け、その
下に高いレベルの研究者が結集する、優れた研究環境と高い研
究水準を誇る基礎研究分野を対象とした世界トップレベルの研
究拠点を形成する。
　平成22年度は、低炭素社会への貢献が期待される環境・エネ
ルギー分野といった、地球規模問題の解決に資する分野等で、
新規に３拠点の拡充を図る。

○１拠点あたりの金額：1,413百万円
　　うち間接経費：323百万円
○既存拠点数：5拠点
○新規採択予定拠点数：3拠点（１拠点あたりの金額は半年分）
○その他事務経費等：125百万円

○3拠点の増加は適切と考えられる。このシステ
ム改革が全体に影響を及ぼすようになることが望
ましい。（本庶佑議員）
○非常に重要。個々の課題を処理していくことが
かなりの程度システム改革に繋がる。（白石議
員）

○世界トップレベルの研究者を集め、新しい融合領域
を創出することは、学術の発展に不可欠であり、専門
分野ごとに行われがちな我が国の研究活動に大きなイ
ンパクトを与えるものと評価できる。
○現在の５拠点では、拠点長によるトップダウンマネジ
メントが可能な組織制度、学内の通常の給与水準と異
なる能力に見合う給与システムの導入など、システム
改革が行われ、大きな成果をあげている。
○これらのシステム改革の内容をさらに充実させ、その
成果を他の研究機関等に波及させることが必要である
ので、３拠点の増加については適切と考えられる。
○本施策に対するパブリックコメントの集計結果は、賛
成１６０件（一部改善との意見４件も含む）、反対６件で
あった。
○以上のことを踏まえ、優先して実施すべき。
(本庶佑議員)
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